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中大型部品の高能率加工と省スペースを両立した 

門形マシニングセンタ”FJV-45/65” 
 

 

ヤマザキマザック株式会社（代表取締役社長：山崎高嗣、本社：愛知県大口町）は、中大型部品の

高能率加工と省スペースを両立した門形マシニングセンタ「FJV-45/65」を開発しました。第 33 回日

本国際工作機械見本市（JIMTOF2026）に出展し、2026 年 10 月 26 日より販売を開始します。 

 

半導体製造装置部品や金型用部品の加工現場では、より大きなワークへの対応と加工の生産性

向上が求められています。一方で、生産現場では設置スペースの制約から、大型機の導入が難し

いという課題があります。 

今回新たに開発した「FJV-45/65」は、有効門幅 1,120mm、最大積載ワーク質量 3,000kg を実現し、

中大型ワークへの優れた対応力と省スペースを両立した新機種です。30 年にわたり進化を続けて

きた FJV シリーズで培った高剛性の門形構造を受け継ぎ、切削負荷の高い加工でも安定した加工

性能を発揮します。 

 

また、高出力・高トルクの＃50 主軸を標準搭載し、主軸性能と機械構造の剛性を最適にバランスさ

せた門形構造により、高負荷加工や長時間の連続運転に対応します。大径工具の活用や、加工条

件に応じた送り速度の向上により、加工時間の短縮と生産性向上に貢献します。 

 

さらに、アングルホルダ（オプション）による側面加工の工程集約や、天井一体型ドアによる大型ワ

ークの搬入作業の効率化により、加工から段取りまで、生産現場全体の効率向上を支援します。 

 

当社は今後も、お客さまの多様な加工ニーズに応えるとともに、生産性向上に貢献する機械・技術

の開発に取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問合せ先 ： ヤマザキマザック株式会社 人事･総務部 広報課 

TEL：0587-95-9317  www.mazak.com 

オプション仕様を含む 

【FJV-45/65 外観】 


